
は し が き

教育ほど身近な現象はないといわれる。

人は、意識してか否かを問わず、誰もが教育を受け、また教育をする。制度と

しての教育に限定してみても、もはや教育を経験していない人を見つけることは

不可能であろう。すべての人が何らかの形で最短で 9年間の教育を受けることに

なっているだけでなく、高校が「準義務教育化」し、大学が「全入時代」を迎え

るにつれ、学校での生活期間が人生に占める割合がどんどん長くなっていくので

ある。

教育のシステムほど拡張し続ける社会制度もまたない。学校教育法に定めた学

校（いわゆる「一条校」）の人口は、総人口の 4分の 1を占めるといわれる。文

科省の 2013 年度の統計によると、現在、57,845 校の学校に 1,943 万人が在学し

ている。この「巨大産業」を「教育を司る」ことを職業とする 133.7 万人の教師

が支える。学校は、教師と歴史を共に栄えてきた。公教育制度を担ってきた近代

学校制度の歴史は、教師の役割が「近代的職業」として定着した歴史でもあった

のである。

現代は「職業社会」といわれる。この複雑に分化した職業の世界において、わ

れわれは身近にある職業以外はほとんど知らないか、知っていても断片的であ

る。漱石が「天下に職業の種類が何百種何千種あるか分からない」ほど、職業が

どんどん細分化していく中で、「自分の生命を託すべき職業」を見つけることの

難しさに言及したのは、1911 年 8月の明石での講演においてであった。それか

らちょうど 100 年経った 2011 年に、厚生労働省は職業分類について大幅な改定

作業を行い、もとの 27,637 種の職業名について「名称の整理」と「表記の統一」

を図り、最終的に約 17,200 種の職業名を同省の「職業分類表」に採録している。

職業名が大幅に減少したとはいえ、17,200 種の職業とはやはり膨大な数である。

そのほとんどが日常の生活とかかわりを持たないか、意識されない職業である

ことはいうまでもない。同「職業分類表」において、教師は「専門的・技術的職

業」という大分類項目の中の「教育の職業」として分類されている。この「教育

の職業」は、数ある中でも恐らく誰もが身近に感じ、また誰もが「知っている」
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職業といえよう。前述したように、誰もが教育を経験し、また何らかの形で教師

とかかわりを持つからである。

そもそも職業とは定義が難しい概念である。ある人気アイドルが職業欄に自

分のグループ名を記入して話題になった。職業の定義の難しさを実感させるエピ

ソードである。厚労省の職業分類における定義によると、職業とは「職務の内容

である仕事や課せられた責任を遂行するために要求されている技能、知識、能力

などの共通性または類似性によってまとめられた一群の職務」となっているが、

実際には明確な分類が困難な職業が無数に存在する。多くの人にとって職業は、

収入を得て生計を立てることに第一義的目的があるが、そのほかにも社会生活に

おいて必要とされる役割を担うこと、人生の目標や生きがいを充足させ、実りの

あるものにするなどの要素も重要だといわれる。現代において、職業は生きるこ

とのすべてでなく、職業に対して生きがい、社会貢献、帰属意識、使命感など多

様な意味を賦与することは、教師など特定の職業に限定されるとは言いにくいの

である。

『職業としての教師』という大仰な書名から、ウェーバー流の学問的追及を期

待する読者がいるかも知れない。しかし、本書は膨大かつ複雑な職業システムに

おける教職の構造的特性や社会学的定義への問いに学問的解答を与えようとする

ものではない。本書は、一言でいうと、職業という視座から教師の実像を浮き彫

りにするための試みである。学習指導、生徒指導、学級経営、研修と研究を含め

て、教員養成の仕組み、教師の服務、教師に求められる資質能力、教師と生徒の

関係、学校と地域の関係、教師の悦びと悩みなどについての、教師の立場と現場

の視点からの解説である。実際に教壇に立ち、現場で活躍している教師、あるい

は長年、学校教育に携わってきた経験者に執筆をお願いしたのは、仲間として共

感し、喜びと悩みを共有できる立場からの臨場感のある教師論を期待したからで

ある。

本書の編集にあたっては、ご多忙の中、林誠之介所長をはじめ、神奈川県立総

合教育センターの多くの方々にご協力いただき、白倉哲企画広報課長には、執筆

のほか、繁雑な編集作業も担っていただいた。ここで改めて感謝申し上げたい。

教師があるように学校があり、教師があるように教育があるといわれる。学

校を取り巻く環境が大きく変化し、教師への視線がますます厳しくなっていく中
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で、本書が教師という職業への理解が深まり、教育の在り方を思索するきっかけ

の一つとなれば幸いである。

2014 年 3月

金　龍哲





現場から問う 職業としての教師
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